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「どの通信方式にも対応できる
Wireless InSite は、新規サービスを
提供し続ける弊社にぴったりの
シミュレーションソフトです」

混雑する電波の難しさ

―　先端 IPアーキテクチャセンタの業務について教
えてください
ICTによって豊かな社会と安心で快適な生活の実現に貢献すること
をミッションとしているNTTコミュニケーションズでは、グロー
バル ICTパートナーをキーワードに、革新的で信頼性の高いシーム
レスな ICTサービスを国内外に提供しています。その中で我々の先
端 IPアーキテクチャセンタは、「身近なワイヤレス通信の効率的運
用技術の提供」をキーワードに、日頃なにげなく使用している無線
機器の「高品質」かつ「高機能」、「どこでもつながる」運用方法を
追及しています。特に最近はスマートフォンの台数が急激に増えま
したので、そのように不安定なワイヤレス通信を高品質で活用する
方法を社内に展開しています。

弊社はMVNO事業者です。以前は有線で提供していた通信のほと
んどが、昨今では無線機器での通信になっています。個人で使用さ
れる分には、例えば地下ではつながらなくてもまだ受け入れていた
だけたのですが、ビジネス利用が広がってくるとつながらないこと
が問題になります。それに加えて、ここ１、２年のモバイル端末の
普及により電波が混雑し、高品質での通信がますます難しくなって
きました。
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次々と新サービスが提供されるワイヤレス通信事業で一歩先を行くNTTコ

ミュニケーションズ株式会社では、不安定なワイヤレス通信を高品質で届け

るために電波の見える化に取り組んでいる。シミュレーションソフトとして

Wireless InSiteを選択した理由を伺った。

お客様の声

NTTコミュニケーションズ株式会社 様

さらに、最近は人間ではなく「モノの通信」も増えていて、センサー
情報や電気・ガスの検針を無線通信化することなども検討されてい
ます。その他、新しい周波数帯の使用検討依頼など、我々も益々忙
しくなってきました。

―　Wireless InSiteをどのようにお使いでしょうか
大きく３つの用途に活用しています。

１．エリア内の電波伝搬

調査研究案件を請け負った際にはエリア内にどのくらいの電波が飛
ぶかについてWireless InSite であらかじめシミュレーションし、
測定する範囲の目安をつけます。また、お客様がワイヤレス通信ネッ
トワークを構成する際、最適な設備配置となるようにWireless 
InSiteで検討します。

２．新サービス導入時の性能検証

通常、通信機器・通信設備のパンフレットには見通しの良い環境で
の性能を記載していますが、実際の現場はビルの谷間など複雑な環
境にあることが多く、パンフレットの性能通りにはなりません。そ
ういったケースをシミュレーションし、届くエリアを検証します。

３．社内技術教育

弊社では入社数年目の社員を対象に１ユニットあたり10日間の連
続講義を行うのですが、我々のユニットではワイヤレス通信の技術
的背景や、通信にかかわる法律面、通信の活用方法などを教育しま
す。“電波は遮蔽物があるから届かない、反射があるから届いている、
周波数が高いから減衰が大きい”といった一般的な理解でとどめる
のではなく、通信サービスを提供するプロとして、定量的に理解し、
電波の振る舞いをイメージできるようにWireless InSite を活用し
たいと考えています。

―　Wireless InSiteを選んだ決め手を教えて下さい
「計算の速さ」と「どんな通信方式にも対応できる点」が決め手に
なりました。

無線LANに限定したものであればいろいろな製品がありましたが、
方式や周波数帯によらず電波伝搬の状態を見られるソフトを必要と
していましたので、その時点でWireless InSite が有力な候補とし
てあがりました。

私共の業務には「どのような条件であれば、求める品質が得られる
のか」を検証するケースが多く、パラメータを頻繁に変更してシミュ
レーションを繰り返す必要があります。ですので、長時間かけて高
精度な結果を得るよりも、短時間で早く結果を出すことの方が重要
です。加えて、モバイル端末は移動しながら使用するものであり、
その都度条件が変わりますので、一つ一つのシミュレーションを細
かく設定・計算するよりも、少ない作業で早く目安が得られること
が重要です。これらのことから、Wireless InSiteを選択しました。
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ビジュアルな結果表示で報告書作成

―　１年間お使いになってみての評価はいかがでしょうか
Wireless InSiteで得た結果を報告書に使うと、視覚的に理解しやすい
資料ができるので大満足です。人に見せたときに「おーッ！」と言っ
てもらえます。我々は常々「電波の見える化」を意識していますので、
電波の状況をビジュアルで説明できるのは心強いです。
また、方式に依存しないシミュレータであるということも良い効果を
生んでいます。私たちがこれまで扱った事のない周波数帯の検討もで
きますから。

処理速度の速さ、使いやすさ、報告書にしやすいこと等、機能に対し
てのコストパフォーマンスを非常に高く評価しています。 また、簡易
的な計算が行える一方で、設定しようとすればかなり細かいレベルま
でできるソフトでもあるので、今後はさらに活用するシーンが多くな
りそうです。
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Wireless InSiteを用いて計算したビル群の中での電波伝搬。
構造物に反射する様子が見て取れる。色は電波の強度を表す。
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―　今後どのような使い方を検討されていますか
これはモノの通信の例になりますが、弊社では現在、「子どもやお年
寄りの見守り」として、お子さんやお年寄りが今どの辺にいるか、安
全な状態か、を簡単に捕捉するサービスの検討をしています。 現行で
も携帯電話のGPSを使用して提供されているサービスや、2.4GHz帯
の無線方式で提供しているサービスがありますが、 携帯電話では料金
が高くなりますし、2.4GHz帯はエリアを広くできず、電波の不感地
帯も多くなることがネックでした。これらの問題を解消するため、昨
年から使用可能になった920MHz帯を使用したサービスにできるよ
う、地形データや建物データを入れてシミュレーションを行っている
ところです。

Wireless InSiteは、今後ますます増えることが予測される920MHz帯
のセンサー用製品など、モノの通信用途の解析にも役立っていくと考
えていますし、もっと複雑なことにも使用していきたいので、今後と
もご支援をよろしくお願いします。

取材日：2013年3月


